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l 資料URL 
h&ps://asd.gsfc.nasa.gov/firs/docs/OriginsVolume1MissionConceptStudyReport25Aug2020.pdf

l 376ページ (ここでは、銀河形成に関わる内容を抜粋 )

https://asd.gsfc.nasa.gov/firs/docs/OriginsVolume1MissionConceptStudyReport25Aug2020.pdf


Origins Space Telescope 概要



p 複数ある次世代大型宇宙計画の一つ (LUVOIR, Habex, OST, Rynx)

p 2035 年打ち上げを目標とする、冷却宇宙望遠鏡 (口径 5.9 m; 波長 20-600 μm)
p SPICA (口径 2.5 m; 波長 30-300 μm) OST は SPICA よりも高感度かつ広波長
p ATT10 (地上 10 m; 波長 230-750 μm) OSTはATT10と波長オーバーラップあり

p費用 ~7BUSD (~7,000億円) (参考:JWST  > 10 BUSD ~ 1兆円) 

p日本の窓口 = 左近樹さん (東大天文学教室)
pMP2023 大型計画へ提案済 (問い合わせ先 = 左近さん)

p OST 最大の特徴 = 桁違いに高感度 (ハーシェルの 1,000倍!!)

Origins Space Telescope とは
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ES-1
+ Discovery science 

l 銀河/BH進化
l 星/惑星の水探査
l 系外惑星とbiosignature



① z=0-8にわたる星形成史とBH降着率史
(ATT10 とサイエンスは重複する箇所あり)

②重元素、ダスト、有機物 (PAH) の物質
進化史

③ SN および QSO によるフィードバック効
果とISMへの影響

à銀河および周辺領域のバリオンサイク
ルの解明



Origins Space Telescope
具体的な装置や感度



p 銀河形成進化の観点では、OSS および FIP が主戦場

p OSS の強みは、桁違いの感度 (ハーシェルに比べ 1,000倍向上)による 3D 無バイアス探査

p FIP の強みは、中程度のFoV + マッピング速度による広視野サーベイ (10,000平方度@250um)

✔

✔

✔

~1.2 THz



p 同じ波長帯では、ハーシェルと比べ 1,000倍程度の感度向上

p 5-20 um における JWST/MIRI 程度の感度を、30-600 um で実現



l 3D サーベイ (cf., SDSS in opTcal)
1平方度で 10-19 W m-2 (5σ)の感度を達成する
時間効率はハーシェル (SPICA) の 107 (103) 倍

l 測光サーベイ (連続光)
1平方度で 1 mJy (5σ) の感度を達成する
時間効率はハーシェルよりも 104倍高い。

à超高感度&マッピング速度のおかげで広視野サーベイにも使える
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注
単純にsqrt(時間)で
スケールしたもの

ATT10のFoV = 1 sq deg



Origins Space Telescope
サーベイデザインと予想されるデータ



銀河形成分野におけるメインサイエンス

若い星により励起される輝線
AGNによる高励起線
分子ガス輝線 (フィードバック効果を調べるのに有効)
ü 25-588 um を一度に観測できる



Z=0-8 にわたる、
N > 100万天体
の3D スペクトル

可視光の SDSS, MUSE
のようなデータを赤外で
得られる



AGN tracer 

AGN tracer
PAH破壊される

p 電離ガス (AGN による高励起輝線、星による
輝線)、中性ガス、分子ガス、ダスト放射および
有機物 (PAH)など ISM の多相にわたる情報を
得る。

p SFR、BHARなどの量や、 ISM パラメータ (Z, 
Ne, PDR density, grain etc) を得る



l Bethermin+17の銀河進化モデルに、輝線光度/赤外光度比の情報 (Spitzer/Herschel) 
を入れた。z > 4 は不定性が大きいことに注意は必要 (どの赤外プロジェクトも同じ問題あり)。
l Bright FS = [NeII] 12 um   ;    Faint FS = [NeV] 14, 23 um

z~4 Star-forma7on main sequence



FIP con(nuum survey



Origins Space Telescope
具体的なサイエンスの内容



銀河形成分野におけるメインサイエンス



銀河形成分野におけるメインサイエンス

AGN 由来の FS lines ([OIV] 26 um) 光度
à Black hole accreTon rate の計算
à SFRD 進化vs. BHAR 進化は、z ~3 まで似てる。
Z > 3 で両者の違いが見えてくるか? (共進化の
メカニズム解明)  



銀河形成分野におけるメインサイエンス

ダスト連続光à MIR + FIR をテンプレートfitして AGN vs. SF 
FS lines, PAH lines と組み合わせて総合的に調べる。



銀河形成分野におけるメインサイエンス









OSTで提案された個別ミッション例 –銀河に関わるもの







JWST MIRI でも不可能なサイエンスを、2030年代に
初めて OST/OSS で実現する


